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特集  「新たな評価」制度～準備と活用、質向上

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ ＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

      

今
す
ぐ
準
備
を
始
め
よ
う
。

　現
行
評
価
制
度
の
第
４
サ
イ
ク
ル
を

２
０
２
９
年
度
ま
で
に
受
審
す
れ
ば
新

制
度
の
初
回
受
審
を
焦
る
必
要
は
な
い

が
、「
様
子
見
」
は
お
勧
め
し
な
い
。

理
由
は
３
つ
あ
る
【
図
表
１
】。

　１
つ
目
は
、
新
評
価
が
経
営
に
直
結

す
る
か
ら
だ
。
よ
い
評
価
結
果
が
社
会

に
公
表
さ
れ
れ
ば
学
生
募
集
に
好
影
響

が
期
待
で
き
る
半
面
、「
要
是
正
」
と

な
れ
ば
補
助
金
の
カ
ッ
ト
や
、
最
悪
の

場
合
「
撤
退
命
令
」
ま
で
想
定
さ
れ
て

い
る
。
桐
蔭
横
浜
大
学
の
「
改
組
・
撤

退
も
辞
さ
な
い
覚
悟
」
は
決
し
て
大
げ

さ
と
は
言
え
な
い
。
北
陸
大
学
の
山
本

氏
（
P.
29
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
新

評
価
へ
の
準
備
は
募
集
力
強
化
の
取
り

組
み
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
札
幌
大

学
は
、
募
集
力
強
化
を
視
野
に
、
教
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
見
が
豊
富
な
人
材

を
招
い
て
教
育
改
革
に
着
手
。
取
り
組

み
が
新
評
価
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

方
針
だ
。「
Ｓ
Ｔ
比
、
国
家
試
験
や
卒

業
研
究
の
有
無
な
ど
が
異
な
れ
ば
、
学

修
成
果
を
把
握
す
る
手
法
も
お
の
ず
と

異
な
る
。
完
全
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
よ

う
と
全
学
部
に
全
く
同
じ
ア
プ
ロ
ー
チ

を
強
要
す
れ
ば
、
現
場
の
疲
弊
や
評
価

の
形
骸
化
、反
発
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
」。

　そ
の
う
え
で
、
本
部
は
、
課
題
が
多

い
学
部
を
集
中
的
に
支
援
し
た
い
。
山

本
氏
は
「
１
学
部
の
つ
ま
ず
き
が
全
学

に
波
及
す
る
新
制
度
は
、裏
を
返
せ
ば
、

ど
の
学
部
も
見
捨
て
な
い
と
い
う
全
学

の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
解
釈
す

る
。
な
お
、
新
制
度
で
も
全
学
の
内
部

質
保
証
は
引
き
続
き
問
わ
れ
る
。
札
幌

大
学
は
、「
全
学
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
担
当
者
を
置
く
こ

と
も
有
効
だ
」
と
話
す
。

　各
学
部
の
進
捗
・
課
題
を
全
学
で
共

有
す
る
こ
と
も
お
勧
め
。「
目
標
達
成

に
向
け
大
同
小
異
で
向
き
合
う
雰
囲
気

作
り
に
注
力
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
学

部
の
枠
を
超
え
て
個
々
の
取
り
組
み
や

悩
み
を
発
表
す
る
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
心
理
的
安
全
性
が
あ
る
中
で
の
議

論
が
活
性
化
す
る
。
他
学
部
を
参
考
に

分
析
し
て
み
た
い
と
い
う
声
も
上
が
る

な
ど
、
効
果
が
あ
る
」（
日
本
大
学
）。

      

各
教
職
員
が
役
目
を
果
た
し
て
こ

　２
つ
目
は
、
準
備
に
時
間
が
か
か
る

か
ら
だ
。「
養
成
す
べ
き
人
材
像
」や
Ｄ

Ｐ
の
見
直
し
か
ら
始
め
て
、
全
学
部
の

内
部
質
保
証
体
制
が
整
う
ま
で
に
通

常
、
数
年
は
か
か
る
。
学
部
自
治
が
強

く
、
統
一
し
た
動
き
が
取
り
に
く
い
大

学
な
ど
、
合
意
に
時
間
が
か
か
る
組
織

は
な
お
さ
ら
早
く
着
手
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　３
つ
目
は
、
体
制
整
備
後
、
成
果
が

出
る
ま
で
の
時
間
も
必
要
だ
か
ら
だ
。

新
制
度
で
は
、
学
生
の
成
長
を
示
す
エ

ビ
デ
ン
ス
や
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み

の
蓄
積
が
評
価
対
象
に
な
る
た
め
、
受

審
年
度
よ
り
も
前
に
体
制
が
完
成
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
新
し
い
体

制
で
の
質
保
証
が
学
部
に
根
付
く
ま
で

の
時
間
か
ら
逆
算
す
る
と
、
様
子
を
見

て
い
る
余
裕
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

      

社
会
に
教
育
力
を
示
す
に
は
、
２

つ
星
以
上
を
め
ざ
し
た
い
。

　学
部
教
育
の
質
を
示
す
段
階
別
評
価

は
、法
令
等
の
水
準
ク
リ
ア
が
１
つ
星
、

高
い
教
育
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
２
つ

星
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
３
つ
星
に

な
る（
P.
８
）。受
験
生
か
ら
選
ば
れ
た

い
な
ら
３
つ
星
を
め
ざ
し
た
い
。
取
材

大
学
か
ら
は
、「
高
校
生
の
志
望
優
先

順
位
が
固
定
化
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
競
争

に
勝
つ
に
は
３
つ
星
は
必
須
」（
札
幌

大
学
）、「
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
学

生
が
成
長
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ

の
証
明
だ
け
。
２
つ
星
以
下
で
は
自
学

の
存
在
意
義
を
示
せ
な
い
」（
桐
蔭
横

浜
大
学
）と
い
っ
た
方
針
が
聞
か
れ
た
。

　し
か
し
２
つ
星
以
上
の
獲
得
は
簡
単

で
は
な
い
。「
星
の
数
を
目
的
に
せ
ず
、

学
部
教
育
の
実
質
を
先
に
作
れ
ば
星
は

結
果
と
し
て
つ
い
て
く
る
。
書
類
整
備

で
対
応
し
て
き
た
大
学
が
、
全
学
で
一

挙
に
学
修
者
本
位
の
教
育
に
転
換
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
進
ん
で
い
る
学

部
で
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
横
展
開
し
て

は
」（
山
本
氏
）。「
国
の
政
策
だ
か
ら
と

理
由
づ
け
る
だ
け
で
は
学
内
で
納
得
さ

れ
に
く
い
。
中
期
計
画
な
ど
と
ひ
も
づ

け
、
学
部
の
強
み
や
成
果
の
根
拠
集
め

を
」（
奈
良
女
子
大
学
山
咲
氏
。P.
27
）。

      

学
部
の
現
状
把
握
か
ら
始
め
よ
う
。

　新
制
度
受
審
に
備
え
、
学
部
ご
と
に

教
育
の
質
向
上
を
推
進
す
る
手
順
を
７

ス
テ
ッ
プ
に
ま
と
め
た
【
図
表
２
】。

　ま
ず
は
学
部
の
現
状
を
客
観
的
に
把

握
（
ス
テ
ッ
プ
❶
）。
新
た
な
評
価
で

求
め
ら
れ
る
要
件
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
可

視
化
し
、
全
学
が
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
を
定

め
（
ス
テ
ッ
プ
❷
）、
ゴ
ー
ル
に
導
く

た
め
の
推
進
体
制
を
構
築
す
る
（
ス

テ
ッ
プ
❸
）。
大
学
本
部
と
現
場
を
仲

介
す
る
学
部
長
が
推
進
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
が
、
１
人
で
進
め
る
の
は
難
し
い
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）の
設

置
や
本
部
の
支
援
も
不
可
欠
だ
。

　養
成
す
る
人
材
像
、３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ

ン
の
見
直
し
と
学
部
内
の
内
部
質
保
証

体
制
構
築
は
セ
ッ
ト
で
行
う（
ス
テ
ッ

プ
❹
〜
❻
）。達
成
度
評
価
の
基
準
と
な

る
ス
テ
ッ
プ
４
の
Ｄ
Ｐ
の
見
直
し
は
、

と
り
わ
け
丁
寧
に
行
い
た
い
。「
学
位

分
野
の
国
際
水
準
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
、
か
つ
客
観
的
に
測
定
で
き
る

か
を
徹
底
的
に
確
認
す
べ
き
」（
桐
蔭

横
浜
大
学
）。
前
任
校
、
現
所
属
校
で

学
部
長
を
務
め
た
山
本
氏
は
、「
理
想

像
で
は
な
く
、
目
の
前
の
学
生
を
ど
こ

ま
で
育
て
上
げ
て
送
り
出
す
の
か
、
時

間
を
か
け
て
議
論
し
た
。Ｄ
Ｐ
が
納
得

感
を
持
っ
て
共
有
さ
れ
る
と
、
教
員
が

科
目
を
自
身
の
所
有
物
の
よ
う
に
考
え

て
し
ま
う
『
科
目
中
心
主
義
』
か
ら
脱

却
し
や
す
い
」と
い
う
。
日
本
大
学
も
、

「
教
員
は
、
全
体
の
絵
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ッ
プ
）
の
中
で
自
身
の
科
目
が
ど

の
部
分
を
形
成
す
る
の
か
を
理
解
す
る

機
会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
」と
話
す
。

　し
く
み
の
実
行
後
は
、
機
能
を
点
検

し
な
が
ら
改
善
を
重
ね
る
（
ス
テ
ッ
プ

❼
）。「
教
職
員
に
よ
る
自
己
評
価
で
は

な
く
、Ｉ
Ｒ
に
よ
る
調
査
や
、
企
業
、

学
生
ら
の
声
か
ら
判
断
」（
札
幌
大
学
）。

      

理
解
あ
る
教
員
と
共
に
、
着
手
し

や
す
い
改
革
か
ら
進
め
る
。

　大
学
基
準
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

教
員
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
認
知
度

は
低
い（
P.
27
）。認
知
が
な
け
れ
ば
当

事
者
意
識
を
持
ち
よ
う
が
な
く
、
指
示

へ
の
抵
抗
も
想
定
さ
れ
る
。
今
は
教
員

の
理
解
を
得
ら
れ
た
大
学
も
、
こ
う
振

り
返
る
。「
教
員
の
認
知
度
が
低
い
の

は
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
職
員
の
事

務
仕
事
で
終
わ
り
、
教
員
の
仕
事
に
影

響
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
」（
桐

蔭
横
浜
大
学
）。「
こ
れ
ま
で
教
学
執
行

部
と
担
当
事
務
局
を
中
心
に
進
め
す
ぎ

て
い
た
た
め
、今
は
、毎
月
、教
員
対
象

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
理
解

と
参
画
を
促
し
て
い
る
」（
札
幌
大
学
）。

　各
大
学
の
工
夫
を
【
図
表
３
】
に
ま

と
め
た
。
文
科
政
策
に
つ
い
て
の
日
常

的
な
情
報
提
供
と
共
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
や

養
成
す
る
人
材
像
の
策
定
自
体
を
研
修

と
し
て
行
う
方
法
が
、
当
事
者
意
識
を

育
て
る
に
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
よ
う

だ
。
先
の
札
幌
大
学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
も
Ｄ
Ｐ
等
を
実
際
に
策
定
し
て
い

る
。
山
本
氏
は
、「
ま
ず
改
革
の
焦
点

を
一
科
目
に
絞
り
、
そ
こ
で
出
し
た
成

果
を
き
っ
か
け
に
他
の
教
員
の
関
心
と

支
持
を
広
げ
て
い
く
」
と
述
べ
る
。

      

無
理
に
そ
ろ
え
ず
、
課
題
の
あ
る

学
部
に
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
、
集
中
支
援
。

　新
制
度
で
は
、
１
学
部
で
も
「
要
是

正
」
に
な
る
と
大
学
全
体
が
「
要
是
正
」

評
価
に
な
る
。
温
度
差
が
あ
り
課
題
も

異
な
る
中
、
学
部
間
の
足
並
み
を
そ
ろ

え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
山
本
氏
の
話

を
基
に
ま
と
め
た
【
P.
26
図
表
４
】。

　「要
是
正
」
の
回
避
は
絶
対
条
件
だ

が
、
全
学
部
に
同
じ
要
件
を
課
す
と
、

か
え
っ
て
学
部
の
主
体
性
を
損
な
う
。

16
学
部
を
擁
す
る
近
畿
大
学
   ＊1

　もそ
の

そ
、
内
部
質
保
証
が
機
能
す
る
。

　各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
機
能
を
発

揮
し
て
こ
そ
、質
向
上
の
体
制
が
整
う
。

期
待
さ
れ
る
役
割
を
【
図
表
５
】
に
ま

と
め
た
。
全
学
方
針
を
決
め
て
示
し
、

法
人
と
協
議
し
な
が
ら
必
要
な
リ
ソ
ー

ス
の
手
配
や
調
整
を
行
う
の
は
、
執
行

部
で
あ
る
学
長
や
担
当
副
学
長
の
役

割
。
そ
の
下
で
全
学
の
内
部
質
保
証
を

進
め
る
実
務
部
隊
が
全
学
の
教
学
企
画

部
門
だ
が
、
学
部
へ
の
周
知
は
、
学
長

や
副
学
長
が
自
分
の
言
葉
で
行
う
こ
と

を
山
咲
氏
は
勧
め
る
。

　教
学
企
画
部
門
の
担
当
者
に
つ
い
て

は
、「
内
部
質
保
証
に
明
る
く
、
行
動

的
な
教
職
員
を
複
数
配
置
す
る
」（
札

幌
大
学
）
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
適
切

な
人
材
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
山
咲

氏
の
所
見
（
P.
27
）
が
参
考
に
な
る
。

　学
部
長
は
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任

者
と
し
て
、
大
学
の
方
針
を
自
学
部
の

状
況
に
合
わ
せ
て
翻
訳
、
導
入
し
（
詳

細
は
P.
29
）、
学
科
長
は
実
務
を
行
う

が
、
管
理
職
だ
け
で
は
難
し
い
た
め
、

学
部
内
に
推
進
チ
ー
ム
を
つ
く
る
と
よ

い
。
教
育
の
当
事
者
で
あ
る
一
般
教
員

に
つ
い
て
は
一
人
ひ
と
り
の
、
質
保
証

へ
の
自
覚
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。「
教
員
個
人
の
努
力
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
教
学
企
画
部
門
の
専
門
職
や

職
員
な
ど
の
支
援
人
材
が
組
織
的
に
関

与
し
、
教
員
と
共
に
教
育
課
程
を
見
直

す
体
制
が
必
要
」（
桐
蔭
横
浜
大
学
）。

役職 役割

【図表4】多様な学部の足並みを
そろえる３つのポイント 

【図表5】質向上に向けた新たな評価対応を推進するための
各レイヤーの役割 

全学方針の提示と資源配分、
学部長が動きやすくなる環境の整備を行う

統括。全学と学部の結節点

専門家。全学で推進するための実務部隊

カリキュラムと科目群の実務的な点検を行う

学部長をサポートし、
学部内で推進していく実働部隊

シラバス、成績評価、授業の自己点検といった
科目レベルの質保証の担い手

学位プログラムの責任者。双方向の媒介役

学部長同士および全学執
行部が「各学部で何が起
きているかを知っている」
状態をつくる。学部長会議
を各学部の実践と課題を
共有する場に。悩みを相
談し合い、進んでいる学部
のノウハウを全学に流通し
やすくする。

本部のＩＲや教学組織が
各学部の課題を早期に可
視化する。課題の多い学
部については人やデータ、
ノウハウを集中的に投下
し、全学的な調整と支援を
適切に行う。

「要是正の回避」は絶対
条件としつつ、質向上、高
評価の獲得に向けたアプ
ロ―チは学部の実情に合
わせて柔軟な設計を認め
る。そのうえで本部は各学
部の制度設計に欠陥がな
いか正確に把握し、場合
によって改善を促す。

一般教員

学部内の
推進チーム

学科長・専攻主任

学部長

教学企画部門

教学担当副学長

学長

・学部長の伴走者として、報告、相談、資源配分などの支援を行う
・各学部の取り組みが全学方針と合致しているかを確認し、
適宜調整する

・文科行政や制度の詳細、他大学の事例を収集、分析する
・学内研修を実施する。自学における施策のたたき台を検討する
・各学部にＩＲデータの提供や助言などの支援を行う
・各学部の進捗を管理する

・全学方針を学部の言葉に翻訳し、学部の実態を全学に伝える
・各教員や支援人材のコミットを引き出す

奈良女子大学 高等教育研究・支援センター 准教授
岡山県立大学 教育開発センター 客員准教授

山咲 博昭

識者に聞く！

＊1 東京大学大学院教育学研究科大学経営・政策研究センター「大学の教育マネジメントに関する理事・副理事調査」（2020年２月）　＊2 大学基準協会「教学マネジメントに関する調査報告書」（2023年３月）
＊3 山咲氏の著書『教学経営推進人材が大学を変える』（桜美林大学出版会、2026年）に収録　＊4 日本高等教育開発協会のカリキュラムコーディネーター養成研修会、大学評価コンソーシアムの大学評価・ＩＲ担当者集会など

学内の反発を避け、当事者意識を醸成する
全体最適の視点と、執行部・現場をつなげる対話力

「新たな評価」制度×推進人材

̶̶教学マネジメントの浸透状況は？
　「学位プログラムごとの教学マネジメントを確立し、学修者本位の
教育へ転換する」ことを掲げた「教学マネジメント指針」が示された
のは2020年でした。その後の浸透は十分とは言えず、大学基準協
会の認証評価では、2018～2024年の７年間で、275校中152校
（55.3％）が「学修成果の把握・評価」で指摘を受けています。
　「学修成果はそもそも測定できない」という考えが現場で根強いこ
とも、取り組みが進まない要因です。確かに、その難易度は高く、絶
対的な正解はありません。しかし、少なくとも大学には、「学生が何を
どこまでできるようになったのか」を社会に説明する責任があります。
̶̶教学マネジメント担当者の実情は？
　先行研究＊1によれば、所掌範囲が広く、多様な関係者との調整
に追われ、業務量が過多になりがちと捉えていました。特に、教育担
当副学長が責任者を務める場合に顕著です。補佐人材として教員
を置く大学は３割強、職員で５割強にとどまります。小規模大学では、
副学長が実務まで担う例も少なくありません。一方、一般教員には
教学マネジメントの概念が浸透しておらず、認知度は５割に満たない
状況です＊2。これらの調査を踏まえて私たちが国公私立大学20校
に行ったインタビュー＊3では、教学マネジメントの全体像を捉えきれな
いままタスク対応に追われ、負担感だけが先に立つ状況も見てとれ
ました。「マネジメント」という言葉自体に抵抗を持つ教員もいます。こ
のため、執行部と現場の間にはコンフリクトが生じやすいのです。
　職員については、教学企画部門は理解していても、各学部の現
場で実務を担う課員レベルでは、全体像が見えていない場合が多々
あります。関連業務を担っていても、それぞれが「点」にとどまり、業務
同士が「線」でつながっていない状況があるのではないでしょうか。
　こうした状態で新たな評価制度への対応をトップダウンで進めれ
ば、現場は「急に降ってきた」「なぜここまでやるのか」と反発する可
能性があります。今から新制度に関する情報を少しずつ共有するこ
とをお勧めします。新制度と各学部の実情の双方を理解する学長
室や教学企画部門の教職員が各学部に伴走し、「これならできそう
だ」と思ってもらえる取り組みから提案していくのはいかがでしょうか。
̶̶ふさわしい推進人材が学部にいない場合は？
　各学部で教学マネジメントを進める人材には、高等教育に関する
幅広い知識、学内調整力、自学部や他学部の内情への理解、行動
力、企画力などが求められます。見当たらない場合は、素養のある人
材を見極め、育てることが重要です。経験上、どの大学・学部にも、
候補となる教員や職員はいます。職員の場合は、組織に対する課題
意識を持ち、所属部署だけでなく全体最適の視点で考えられる人が
候補になります。学外の研修やセミナーに積極的に参加している
人、文科省や認証評価機関などへの出向経験がある人、会議で組
織全体を意識した発言をする人、全学組織での経験を持つ人などで
す。学生時代に学生団体や学園祭実行委員会などで、全体最適の

視点を身に付けた人も候補になります。素養はあっても経験が足り
ない場合は、執行部や教学企画部門に配属したり、外部機関に出
向させたりして、まず経験を積んでもらう方法があります。教員の場合
は、全体最適の視点を持つ人を推進役として学部長などが推薦す
るとよいでしょう。将来、学部長へのキャリアアップを想定する場合は
特に、この視点が重要です。最も効果が高い育成方法は、教学マネ
ジメントの実務を担ってもらうことです。実務を通じて問題意識や疑
問が生まれた段階で、学外研修＊4に参加する機会を提供しましょう。
体系的に学習でき、学外にネットワークをつくれます。認証評価機関
の評価委員を担うなど、外部団体への参画も貴重な経験になります。
　育成以外に、他大学や民間企業から専門家を招き、教職員に対
してコーチングしてもらう方法もあります。近年は、本来の所属大学
に籍を置きながら、他大学でアドバイザーを兼務する教職員も珍しく
ありません。ただし、丸投げはＮＧです。走り出しや要所に限って支援
を受けるとともに、その人の周囲に自学の人材を配置して育て、将来
的には自律的に動けるよう引き継ぐ体制をつくる必要があります。
̶̶推進人材が果たす役割は？
　推進人材の役割は、組織目標の達成に向けて学内外で調整・折
衝を行い、課題を解決して物事を前に進めることです。より具体的に
は、学長など執行部の考えを理解し、学部・研究科の一般教職員に
働きかける「ミドル」の役割です。組織内の対話を重視し、互いの考
えや思いを引き出す場をつくることが求められます。もちろん、対話の
場を設けること自体が目的ではありません。共通理解を図り、そのうえ
で組織としてどの方向に進むのかを決めることが重要です。
　メンバーは教学に関わるため教員が候補になりがちですが、俯瞰
的な視野を持ち、組織間の調整役を担うという点で、職員も適してい
ます。2022年10月の大学設置基準改正では、教員は教育研究、
職員は事務という分け方から、教員と職員がそれぞれの強みや特性
を生かして教育研究を支える考え方へと改められました。職員にとっ
ても、推進人材として役割を果たしやすい環境になったと言えます。
̶̶組織を前向きに動かすために意識すべきことは？
　まず、新しいことに取り組むという意識ではなく、これまでの施策の
延長線上で取り組むという意識が重要です。これが現場の負担感を
和らげ、当事者意識を育てます。現場は「認証評価で問われるから」
「文科省の政策だから」だけでは動きません。さらに、執行部と現場
の間に推進人材が入り、双方の考えや思いを引き出しながらゴール
に向かうことも求められます。委員会や教授会のような公式の場だ
けでは不十分で、非公式のコミュニケーションが重要です。執行部と
現場それぞれに対し、自学部をどのような状態にしたいのかを擦り合
わせる、建設的な意見交換の機会を設ける必要があります。
　教育に対する思いや価値観を共有できれば、合意形成や意思決
定は進みやすくなります。その状態こそが、学生の成長のための教
学マネジメントの基盤になるのではないでしょうか。

やまさきひろあき●2015年桜美林大学大学院大学アドミニストレーション研究科修
士課程修了。2024年同志社大学大学院総合政策科学研究科博士課程後期課程修
了。関西大学専任事務職員、広島市立大学教育基盤センター講師等を経て、2025年
８月より現職に。近著に『教学経営推進人材が大学を変える』（桜美林大学出版会）。
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